
kintone の利便性と弱点
著者：関 勝寿　公開日：2026 年 5 月 25 日　ソース：https://sekika.github.io/2026/05/25/kintone/

大学や自治体、企業の現場で急速に広がったローコード基盤 kintone

の強みと限界について、ChatGPT との会話ログをそのまま公開します。

1.user:

kintone はそんなに便利？

2.gpt-5:

kintone は、かなり「刺さる組織には刺さる」タイプの業務アプリ基
盤です。特に、
・Excel + メール + 手作業 + 属人化
・「ちょっとした業務システム」が大量にある
・情シスが弱い
・でも現場は改善したい

という組織では強いです。
一方で、「何でもできる魔法の道具」ではなく、向き不向きはかなりあ

ります。

3. 何が便利なのか

kintone は雑に言うと、
ためのローコード基盤です。
例えば：

・研究費申請管理
・備品管理
・問い合わせ管理
・進捗管理
・学会参加申請
・原稿管理
・学生指導記録
・実験予約

みたいな、「業務の流れはあるが、専用システムを作るほどではない」
ものを高速に作れます。

4. 強いところ

4.1.1. 非エンジニアでも作れる
フォームを GUI で作って、

・テーブル
・ステータス
・承認フロー
・通知
・権限

などを設定できます。
つまり、
のが大きい。

4.2.2.「とりあえず動く」が異様に速い
普通の業務システム開発だと：

・要件定義
・DB 設計
・フロントエンド
・権限
・認証
・デプロイ

が必要ですが、kintone は最初からかなり揃っています。
なので、
が本当にできる。

4.3.3. Excel 地獄をかなり減らせる
多くの組織では、

・Excel が最新版かわからない
・誰が更新したかわからない
・メール添付で壊れる
・マクロがブラックボックス

という問題があります。
kintone はデータベース型なので、

・同時編集
・履歴
・権限
・一元管理

が比較的まともです。

5. 逆に弱いところ

5.1.1. 本格システムには厳しい
例えば：

・大規模 ERP

・高速トランザクション処理
・複雑な会計
・超高度なワークフロー
・巨大データ
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みたいなのは苦手。
「軽〜中量級業務システム」が主戦場です。

5.2.2. 作る人のセンスに依存する
Excel と同じで、

・命名規則が崩壊
・アプリ乱立
・権限ぐちゃぐちゃ
・フィールド定義が不統一

になりがちです。
なので、
が大量発生することがあります。

5.3.3. 結局 JavaScript が欲しくなる
最初はノーコードで始めても、

・ちょっと複雑な UI

・自動処理
・外部連携

をやり始めると、かなり JavaScript を書きたくなります。
すると突然、
状態になる。

6. 日本企業で強い理由

kintone は、日本企業の
・稟議
・ハンコ文化
・細かい承認
・Excel 運用
・部署ごとの独自業務

との相性が良いです。
海外 SaaS は、
という思想が強いですが、kintone はむしろ
寄り。
ここが日本で普及した大きな理Āです。

7. 大学・研究室との相性

実はかなり良いです。
大学や研究āって、

・例外処理が多い
・ローĂルルールが多い
・人のăれĄわりが多い
・でも専用システムを作る予ąはない

ので、kintone 的な「Ć手作りシステム」が合うことが多い。
特に：

・研究ā運ć
・Ĉ同研究管理
・ĉĊ予約
・学生進捗
・ċ研費Č務

あたりは相性が良いです。

8. ただし「銀の弾丸」ではない

čĎ例も多くて、
・「ď部 kintone でやる」
・「設計なしでĐđ」
・「Ē当ēしかわからない」
・「Excel Ĕり複雑」

になることもあります。
なので本ĕ的には、
としてĖうと強い、というėじです。

8.1.user:

典型的なワークフローは？

8.2.gpt-5:
Ę型的には、
を、Excel とメールのęわりに一つの Web アプリでĚすėじです。
kintone の基本ěĜは「アプリ」で、ĝアプリが

・一Ğğ
・ăĠフォーム
・データベース
・ワークフロー

をġĢています。
例えば、かなりĘ型的な「ģĤ申請」を例にすると：

9.1. フォーム作成

管理ēが GUI でĥĦを作る。
・ħ名
・Ĩ属
・ģĤĩ
・日Ī
・予ą
・理Ā
・添付フīイル

など。
ここはほĬ Google Form 的です。

10.2. レコード入力

ĭ用ēが申請。
すると 1 件が「Įコード」としてįİされる。
Excel 的には「1 ı」。

11.3. ステータス管理

ここが kintone 的なĲです。
例えば：

下書き
↓
申請中
↓
指導教員承認
↓
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事務承認
↓
完了

みたいな状態ĳĴを設定できる。

12.4. 権限設定

状態ごとに：
・誰がĵられるか
・誰が編集できるか
・誰が承認ボタンをĶせるか

をķえられる。
例えば：

・学生：自ĸの申請だĹ編集ĺĻ
・ļĽ：研究āメンľーを承認ĺĻ
・Č務：ď件ĿĞĺĻ

など。

13.5. 通知

状態がķわると：
・メール
・kintone 通知

がŀŁ。
例えば：

「あなた宛の承認依頼があります」

14.6. 一覧・検索

ď部 DB 化されているので、
・「ł承認だĹğŃ」
・「2025 ń度だĹ」
・「ċ研費 A だĹ」

みたいなŅņができる。
ここで Excel ŇňからかなりŉŊされる。

15.7. 集計・グラフ

ŋŌ的な：
・件ō集計
・Ŏグラフ
・ŏŐőĴ

も作れる。

16.8. 外部連携（欲しくなる）

そのうち：
・Slack 通知
・Teams

・Google Calendar
・会計システム
・SSO

・API 連携

をやりたくなり、JavaScript や REST API をŒり始める。
ここから「軽い業務改善」から「ちゃœとしたシステム開発」Ŕ寄って

いく。

17. 実際の現場で多い構成

実運用では、

マスタ管理アプリ
    ↓
申請アプリ
    ↓
承認アプリ
    ↓
集計アプリ

みたいに複ōアプリをŕ連付Ĺます。
つまり：

・ļĽマスタ
・予ąマスタ
・学生名Ŗ

などをŐアプリ化する。
すると、だœだœ「ŋŌ ERP」っŗくなっていく。

18. なぜ現場にウケるのか

Ř要なのは、
ことです。
普通の業務システムだと、

現場 → 情シス → SIer → 修正

ですが、kintone だと：

現場担当がその場で項目追加

できる。
この速度ėがかなり大きい。

19. 逆にハマる罠

Ę型的には：

19.1. 最初

便利！

ř

19.2. 半年後

アプリが 80 個ある

ř

19.3.1 年後

誰も全体構造を理解していない

ř
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19.4.2 年後

この JavaScript 誰が書いた？

になります。
つまり、
のが強みでもあり弱みでもあります。

19.5.user:

微妙に昔の MS Access っぽい雰囲気が

19.6.gpt-5:
かなりŚいです。実ś、多くの人が
みたいなŜŝをŞっています。
ただし、şďに同じではなく、

・Access 的な部ĸ
・Access では弱かった部ĸ
・Šに Access Ĕり弱い部ĸ

があります。

20. かなり Access 的なところ

20.1.1.「業務 DB を現場が作る」
これが本ĕ的に同じです。
例えば：

・šŢ管理
・ţŤ管理
・申請管理
・実験記録
・問い合わせťŦ

みたいな、
ŧŨ。
これはũの Microsoft Access がŪūだったŬ界そのものです。

21.2.「Excel の次」

Access ってũ、

Excel では限界
↓
でも本格 DB は重い
↓
じゃあ Access

というŭŮションでした。
kintone もかなりŚい。

22.3.「現場主導」

Access 文化って、
が大量に生まれるŬ界でした。
kintone もまさにそうです。

23. ただし、Access と違う重要点

23.1.1. クラウド前提
Access は：

・ローĂル MDB

・フīイルĈů
・Űットワークドライブ

文化でした。
なので：

・壊れる
・同時編集Čű
・ľーŮョンŲ突

が多かった。
kintone は最初から Web + クラųド DB なので、そのŔœがかなり改善

されています。

24.2. ワークフローが強い

Access は「DB アプリ作Ŵŵール」寄りでしたが、kintone は：
・承認
・通知
・権限
・ステータス管理

が最初から強い。
つまり、
をかなりūŶしている。
これは日本企業向Ĺ SaaS っŗい。

25.3. マルチユーザー前提

Access は実は：
がかなり苦しかった。
kintone は最初から：

・ブラųザ
・権限
・同時ĭ用
・ŷľイル

ŸŹ。

26. 逆に Access の方が強かったところ

źŻいのですが、ũの Access はū外と「開発自Ā度」が高かったです。
例えば：

・SQL ż書き
・VBA

・フォームŽž
・ĮŭートŜſ
・ローĂル処理

など。
ƀ手すると「Ɓ規模業務システム開発Ƃƃ」でした。
kintone はŠに、
ĔうŽ限されています。
なので：

・超複雑 UI

・高自Ā度Ƅź
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・特ƅŦƆ
はむしろ苦手。

27. 歴史的に見ると

実はƇƈとしてかなりŚいです。

Excel
↓
Access
↓
グループウェア
↓
クラウド SaaS
↓
kintone

みたいな流れ。
特に日本企業では、

・「現場が自ĸで作る」
・「情シス不Ɖ」
・「業務が特ƅ」

という文化が強いので、Access 的Ɗ要がƋっとİţしている。
kintone はそのクラųド時ę版と言えるźがあります。
なので、「なœか Access っŗい」はかなり本ĕを突いています。

27.1.user:

逆に kintone で運用上不自由するところは？

27.2.gpt-5:
かなりあります。kintone は「軽量業務アプリ基盤」としては強いの

ですが、Ėいƌむほど、
という限界がĵえてきます。
Ę型的にはƍのあたりです。

28.1. リレーショナル DB としては弱い

ここは Access ともĈ通です。
例えば：

・複雑 JOIN

・Ǝ規化
・多Ə多ŕƐ
・高度な集計
・SQL 自Ā記Ƒ

がかなり弱い。

28.1. 典型的につらくなる例

研究費
  ↔ 教員
  ↔ 学生
  ↔ プロジェクト
  ↔ 出張
  ↔ 成果物

みたいなŕƐがĐえると、
になりやすい。

29.2. UI 自由度が低い

kintone の UI はかなり「ƒまったƓ」です。
なので：

・複雑Ɣッシƕボード
・高度なインタラクション
・特ƅăĠ UI

・リアルタイムƄź更新
などは苦しい。

29.1. よく起きること
最初：

標準 UI で十分

ĆńƖ：

ここだけちょっとカスタムしたい

1 ńƖ：

JavaScript で画面改造

2 ńƖ：

もはや何のフレームワークかわからない

30.3. 帳票が弱い

日本業務で超Ř要なのに、ここがū外と弱い。
例えば：

・請Ɨ書
・稟議書
・ĵƘ書
・学ƙƚƛ
・ハンコĜƜƝ定 PDF

など。
kintone ƞƟでは：
ŔのƏƠが弱め。
なのでơƢ、

・プラグイン
・外部ƣーƤス
・PDF 生ŴĂスタム

にƥりがち。

31.4. バージョン管理が弱い

これはエンŮƦアがƧがるƨ。
例えば：

・誰が設定ķえたƩ
・いつ権限ķえたƩ
・JavaScript ƪĸどこƩ
・本ƫƬƭどう管理するƩ

が弱い。

31.1. 結果

本番で直接編集

文化になりやすい。

5



Access 的。

32.5.「アプリ乱立問題」

これは本当に多い。
kintone は作るのがŋěなので、

「とりあえず作る」

が加速する。
すると：

・同じデータが 5 ƮĨ
・命名不統一
・マスタ不Ư合
・ưたアプリ大量発生

になる。

33.6. 性能限界

Ɓ〜中規模向Ĺなので、
・巨大データ
・超大量Įコード
・複雑Ņņ
・高Ʊ度 API

・Řい一Ğ
はƲƳにつらくなる。
特に：

「全部 kintone に入れる」

をやるとƴƵ。

34.7. JavaScript 地獄

kintone のƶいところは、
こと。
つまり：

・jQuery ƷƸ
・ƹ良コード
・CDN ƺİ
・属人 plugin

がĐđしやすい。

34.1. そして典型的に

退職者しかわからない

状態になる。
ũの Access VBA にかなりŚい。

35.8. ガバナンスが難しい

現場主導が強みですが、Šに：
・情シス統Ž不Ļ
・ƻƼƕリティばらばら

・権限設計崩壊
・データ定義不統一

がƽきやすい。

36.9.「あと少し」が永遠に続く

これはローコードďƾのƿ命。
最初：

80 点を 1 日で作れる

でも、

残り 20 点

がǀƚにŘい。
すると：

・plugin ǁ加
・JS ǁ加
・API ǁ加

がƘみǂがり、
ǃーンにăることがある。

37. 実は向いている用途はかなり限定的

強いのは：
・中規模Ǆƀ
・業務フロー中ǅ
・定型ăĠ
・多ǆ雑でもĚる
・現場改善

です。
Šに弱いのは：

・Ǉǈ DB 設計
・複雑 UI

・高性Ļ要Ɨ
・ǉǊ大規模運用
・高度ƙ部統Ž

つまり kintone は、
をǋめるのはǌǍにŪūだĹれど、
にはなりきれない、
という理ŉがかなりƎǎです。

37.1.user:

ある程度、向いている人数の規模がありそうですね

37.2.gpt-5:
かなりあります。kintone は実ś、
で限界がǏるタイプです。
ただ、ǐ験的にはかなりĘ型的なĮンŮがあります。

38. かなり向いている規模

38.1. 数人〜数十人
ここはǌǍに強いです。
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例えば：
・研究ā
・Ɓ規模企業
・部署ěĜ
・学ċČ務
・プロŮǑクトǒーム

など。

38.2. なぜ強いのか
この規模だと：

・「Ǔがĵえる」
・ǔǕ知でĚる
・多ǆ雑でもǖらない
・管理ē 1 人でもǗǘĺĻ

だから。
つまり、
がŴ立する。

39. 一番ハマるのは「50 〜 300 人くらいの部分
最適」

実はここが kintone のǙǚĮンŮです。
例えば：

・中Ɓ企業
・部署ǛƷ業務
・大学の特定部Ƣ
・ǜǝの一部Ǟ
・ǟ場の現場改善

など。

40. この規模の特徴

ここでは：
・Excel 限界はǏている
・でも SAP はŘすǠる
・情シス人ōがǆない
・現場改善Ʀーǡは強い

ので、
としてǌǍに刺さる。

41. 逆に厳しくなる領域

41.1. 数百〜数千人規模
ここから：

・権限管理
・データƯ合性
・Ǣľǣンス
・Ǥǥ
・ƞƟ化

が急ǦにŘ要になります。
すると、
がŠにƴƵ化する。

42. 典型的崩壊パターン

最初：

営業部で導入

ř
ǧĭなので：

他部署も使う

ř
2 ńƖ：

アプリ数 300

ř
3 ńƖ：

誰も全体構造を理解していない

43. 大企業での実際の使われ方

źŻいのですが、大企業でも：
ではなく、
としてĖわれることが多いです。
つまり：

・SAP

・Oracle

・基Ǩシステム
はŐにあり、
kintone は：

・現場改善
・申請ǩǪ
・一時 DB

・部Ǟ独自運用
をĒ当する。

44. 大学だと特にありがち

大学は：
・部Ƣ自治
・ローĂルルール
・Ɓ規模組織の集合体

なので、kintone 的なものと相性が良い。
ただしď学ǫ開すると：

・学部ごとにŐ文化
・権限複雑
・人Čǀ動
・ǉǊįǬ

で急にǇしくなる。

45. 実は「人数」より重要なもの

本当にŘ要なのは、

45.1.1. 業務が標準化されているか
ƞƟ化されているほど：
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・ERP

・専用 SaaS

が強い。
Šに：

・例外多い
・ローĂル運用多い

ほど kintone 向き。

45.2.2. データ整合性要求
例えば：

・会計
・ţŤ
・人ČǭǮ

みたいに、

絶対にズレてはいけない

ŧŨは苦手。

45.3.3. 保守体Ā
kintone は：
思想なので、

・źǯをĵる人
・改善をĚす人

がいないと崩壊しやすい。
なので、かなり雑に言うと：

規模 相性

1 〜 30 人 ǌǍに強い

30 〜 300 人 ǙǚĮンŮ

300 〜 1000 人 Ǣľǣンス問題がģる

ďǰōǱ人 ě独基盤はǇしい

くらいのėǲはあります。

45.4.user:
この記Čでは、この規模でうまくいっているĔうに書いているĹど、実

śのところはどうƩ
200 超アプリがďǳでǴǵǶǷǸǹǳはなǺ kintone を DX 基盤にǻ

œだのか

45.5.gpt-5:
これは、かなり「本当にありえるŴǼ例」だと思います。ただしŘ要な

のは、
ではなく、
というƨです。
ここをǽŉすると、「kintone で巨大組織ď部いĹる」とĵえてしまう。

46. 実は、このā例はかなり kintone 向き

記ČをǾむと、中ǅは：
・ǿ会ĚȀ業務
・進捗管理
・部ƢǛƷの情ȁĈů
・承認フロー
・集約
・ĺȂ化

です。
これは kintone が最もŪūなŧŨです。

47. 逆に、Ăっていないはずのもの

ȃそらくですが、ǷǸǹǳでも：
・人ČǭǮ
・Ȅ務会計
・ȅȆ DB

・ȇ
・基ǨȅȆƣーƤス
・大規模データ処理

を kintone にȈせているわĹではない。
そこはŐの基ǨƇがあるはƋです。
つまりȉȊとしては：

基幹システム
    ↑
kintone が周辺業務を接続

にŚい。

48.13ă000 人でも成立する理由

ここがźŻいところです。
「13,000 人ĭ用」と言っても、

13,000 人が同じ巨大アプリを使う

とは限りませœ。
実śには：

・Ɓ規模アプリが多ō
・ĝ部ƢでƢĨĭ用
・Ĉ通ワークフローだĹ統一

であるĺĻ性が高い。

49. Ąしろ「200 アプリ」は少ないくらい

実は、13,000 人規模で 200 アプリは、
Ŝŝです。
ƹŊȋ運用だと：

2000 アプリ

くらいまでŋěにĐえます。
なので、ȃそらく：

・DX ő進部Ǟ
・ƞƟ化ルール
・命名規則
・権限管理
・テンプĮート化

をかなりやっているはƋ。

50. 成ąのĆは「用途Ā限」

この記ČでŘ要なのは、
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を主ターȌットにしていることです。
これはıȍ組織でȎȏに多い。
例えば：

各課へ調査
↓
Excel 回収
↓
メール催促
↓
最新版不明
↓
集約地獄

という業務。
kintone はここにǌǍに強い。

51. ćĈとの相性も実はĉい

ıȍには：
・定型フォーム
・承認フロー
・部ƢǛƷǿ会
・履歴įŞ
・アクƻス権

が大量にある。
しかも：

・業務は多い
・専用システム化はǖȐ
・Excel ƺİが強い

ので、
としてはかなり合理的。

52. ただし、本Ċに難しいのはここから

記Čをĵる限り、ȑは：

業務の電子化・共通化

フǑーǡです。
問題はƍのȒȓ。

53. ċČ領域 1čアプリĎď

ȑƖ：
・ĝ部Ƣ独自Ăスタム
・JS 改Ȋ
・plugin ƺİ
・独自運用

がĐえると、
化するリスクはある。

54. ċČ領域 2č人ā異動

自治体でƶいのはこれです。
kintone のȔȕは：

現場主導改善

ですが、自治体は：
・2 〜 3 ńǀ動
・Ē当ķ更
・ǌ IT ȖĽ

なので、

作った人がいない

問題がƽきやすい。

55. ċČ領域 3čĐĀ vs 現場自由

kintone は：
のが強み。
でも自治体規模では：

・ƻƼƕリティ
・ȗ人情ȁ
・Ǥǥ
・権限
・įİń限

がŘい。
つまり：

自由に作れる

と

統制したい

がŲ突する。

56. なので、本Ċに成ąかđうかは「5 年後」

ローコード基盤は、

56.1.1 年Ē

爆速で成果

ř

56.2.3 年Ē

乱立開始

ř

56.3.5 年Ē

保守体制勝負

になりやすい。

57. 逆に、このā例がかなりēいとĔう点

記ČのȘșでは、
という、

・ǛƷ性が高く
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・定型化しやすく
・Excel ƺİが強く
・基ǨƇではない

ところに集中している。
これはǌǍにȚが良い。
なのでț合すると：

・「13,000 人で kintone はȜ理」という話ではない
・ただし「ď業務を kintone」はƴƵ
・このČ例は比較的 kintone のŪūŧŨをǻœでいる
・ȔのȝȞはǉǊįǬとǢľǣンス

というėじです。
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